
平成２４年８月１日  

 

 

～熊本の五高で教え、熊本で愛児を得たふたりの文豪～ 

熊本近代文学館収蔵品展「八雲・漱石にみる日本の精神
こ こ ろ

」の開催について 

旧制熊本第五高等学校の教師であったふたりの文豪、小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）、

夏目漱石についてスポットを当てて、熊本近代文学館が所蔵する書簡等を通じて、日本人

が大切にしたい精神（熊本スピリッツ）を紹介します。 

記 

１１１１    開催期間開催期間開催期間開催期間    

  平成２４年７月２１日（土）～平成２４年９月１７日（月）（「細川護煕の美の世界」と同時開催） 

２２２２    開催場所開催場所開催場所開催場所    

   永青文庫（東京都文京区目白台１－１－１ 電話 ０３－３９４１－０８５０） 

３３３３    展示内容展示内容展示内容展示内容    

 ◎ 夏目漱石書簡 

  ・ 五高ボート部資金集めの趣意書（俣野道介宛） 

  ・ 正岡子規宛 

 ◎ 漱石句稿 子規朱点付 

 ◎ ハーン英作文添削 ガラス乾板 

 ◎ 八雲作成試験問題（五高記念館所蔵） 

    等 第五高等学校教師時代の資料を中心に貴重資料約３０点、その他パネル等を展示 

４４４４    問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

 熊本近代文学館（熊本県立図書館 電話０９６－３８４－５０００） 

 

※本収蔵品展への入場には、永青文庫への入館料（一般８００円）が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道資料 

小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）（1850～1904） 

 1891 年 第五高等中学校の外国人教師として来熊 

 1894 年 「極東の将来」発表（「簡易、善良、素朴を愛し、

日常生活において無用のぜいたくと浪費を憎む」

いわゆる「熊本スピリッツ」） 

      同年、熊本を離れ、神戸のクロニクル社に入る。 

 1896 年 東京帝国大学の講師となる（～1903 年）。 

 1904 年 早稲田大学講師となる。 

      同年「怪談」出版。９月２６日、狭心症で死去。 

夏目漱石（1867年～1916年） 

 1896 年 第五高等学校赴任 

 1900 年 文部省の派遣でイギリス留学 

 1903 年 帰国。第一高等学校講師・東京帝国大学文

科大学講師 

 1904 年 「吾輩は猫である」執筆開始 

 1906 年 「坊ちゃん」「草枕」「二百十日」を発表 

 1907 年 教職を辞し朝日新聞社入社 

 1916 年 胃潰瘍を発病し、悪化。１２月９日没 



平成２４年８月１日  

 

 

～熊本の五高で教え、熊本の地でよき家庭人となった漱石～ 

夫婦対談「わが家の漱石」の開催について 

明治２９年４月から明治３３年７月までの４年３カ月を熊本で過ごした夏目漱石。旧制

第五高等学校教授としての勤務のかたわら、学生たちと句作に親しみ、また新婚生活をこ

の地でおくり、長女を得ました。小天（現：玉名市）、阿蘇への旅はのちに「草枕」「二百

十日」に結実しました。 

永青文庫（東京都文京区目白台１－１－１）で７月２１日（土）から熊本近代文学館収

蔵品展「八雲・漱石にみる日本の精神（こころ）」を開催することを記念して、下記のとお

り、半藤一利氏（作家）・半藤末利子氏（エッセイスト、漱石の孫）ご夫妻に、半藤家に伝

わる漱石の秘話や、漱石と熊本との関わり、エピソード等について語っていただきます。 

記 

１１１１    開催日時開催日時開催日時開催日時    

   平成２４年８月４日（土） 午後１時３０分から 

２２２２    場所場所場所場所    

   椿山荘（東京都文京区関口） 

３３３３    タイトルタイトルタイトルタイトル    

   熊本近代文学館収蔵品展開催記念 夫婦対談「わが家の漱石」 

４４４４    入場入場入場入場申込申込申込申込    

   事前の申し込みが必要です。往復はがきに郵便番号、住所、氏名を明記の上、熊本近代文学館（〒

862-8612熊本市中央区出水２－５－１）「わが家の漱石」係までお申込ください。定員（２００名）

に達し次第、締め切ります。ただし、申し込みが定員に達しない場合は、当日、先着順でご入場を

受け付けます。 

なお、入場は無料です。 

５５５５    問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

   熊本近代文学館（熊本県立図書館 電話番号 ０９６－３８４－５０００） まで 

 

 

 

 

報道資料 

半藤 一利（はんどう かずとし）氏 

 1930 年東京生まれ。東京大学卒業後、文藝春秋社

入社。「週刊文春」「文藝春秋」編集長、取締役等を経

て 94年に退社し、文筆業に専念。 

 著書には「漱石先生ぞな、もし」、「ノモンハンの夏」、

「昭和史・戦前篇戦後篇」など多数。漱石来熊百年を

記念して熊本県が実施した「草枕文学賞」では、第１

回から第 3回まで、いずれも審査員を務めた。 

半藤 末利子（はんどう まりこ）氏 

1935年東京生まれ。上智大学卒

業。エッセイスト。父は夏目漱石

門下の作家松岡譲、母は漱石の長

女筆子。著書に「夏目家の糠みそ」

「漱石夫人は占い好き」「夏目家の

福猫」「漱石の長襦袢（ながじゅば

ん）」など。 


